おわりに

1996年12月の学会設立に当たり、日本言語テスト学会は、The Rationale for the Establishment of the Japan Language Testing Association の中で、学会の活動目的を、“The purpose for the establishment of the Japan Language Testing Association is to improve both the theoretical understanding and practice of measurement and evaluation in foreign language education in Japan.” と謳いました。この10年の間、日本における言語テストの分野では、活発な研究が進められてきました。そして、今ここに、The JLTA Bilingual List of Language Testing Terms、『日本言語テスト学会　言語テスティング用語集』、The JLTA Code of Good Testing Practice、『日本言語テスト学会　テスティングの実施規範』をお届け致します。この小冊子が、日本における言語テストの theoretical understanding and practice をより向上させる一助となれば、と願っています。

日本における言語テストの研究は、まだまだ歴史が浅く、これから歴史を作っていく分野であろうかと思います。また、言語テストに関わる理論や技術も、日々、発展し続けていくことでしょう。皆様のお力をお寄せ頂き、研究の蓄積の上に立ち、さらによりよい方向を見据え、新たな知見を取り入れながら、この小冊子を、より良いものへと育てて頂ければと願っています。

最後に監修を担当頂いた日本言語テスト学会運営委員の大友賢二、ランディ・スラッシャー、中村優治、渡部良典の各氏、執筆・編集を担当頂いた JLTA Language Testing 用語集委員の片桐一彦、小泉利恵、柳瀬陽介の各氏、そして、日本言語テスト学会の活動を支えて頂いている会員の皆様に、感謝を申し上げます。
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